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個別報告論文 C 29 J 

イノシシの資源化による地域活性化

1 はじめに

野生鳥獣害により意欲をなくし，離農するケースも

みられ，中山間地域にとって鳥獣害対策は喫緊の課題

である.悶や地方において，支援策が実施されているが，

必ずしも効果のある対策となっていない場合も見られ

る. また，駆除した害獣を，当主に廃棄処分するのでは

なく，特にシカ，イノシシなどを食肉資源として活用

する取り組みも多くない状況である 被害対策におい

て駆除したものをそのまま廃棄するのではなく，肉資

源としての活用が望まれる.本稿では，まず，最初に

全悶の野生鳥獣容の現状とその対策について述べる.

イノシシの被害対策は野生鳥獣の中でも，その被答在自

の大きさからその対策が喫緊の課題であり，また，資

源活用という点からも地域の活性との関連で重要であ

る.そこで，特にや岡地域でのイノシシの被'flt対策と

その資源利用の取り組みについて，広島県呉市，島絞

>>f~美郷IIIJを事例にして，地域活性化の観点から論じる 1)

2. 全国における野生鳥獣警とその対策および資源

活用の事例

(1)全国における野生鳥獣害の状況

まず， ~11 に全悶における野ゑ鳥獣による良作物被

害金額の推移を示す. 2000年以降はイノシシが50億

円を前後して被害金額のトップである.

統計ではより詳しし都道府県別に被寄面積，被察

批，被害金額が示されている. 2005年度は，鳥類，獣

渉、あわせて面積被害が12万607ha，被害泣が31ヌ']8，902 
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図l.野生鳥獣による農作物被害金額の推移

資料:農林水産省鳥野生獄による段作物被害状況j各年度
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トン，被害金額で 186佑[8，853万円となっている 獣

類では，被害面積と被害致ではシカが最も多くなって

いるが，金額ではイノシシが 48i;立8，563万円と主主も多

い.イノシシの被害作物はイネ (20億 9，175万丹)，果

樹 (10i;怠2，264万円)，野菜 (8億 3，9827J IIJ)，いも

類似倍、9，479万円)となっているのに対し，シカは

飼料作物(15億 1，846万円)，イネ (6i，i13，364万円)，

野菜 (4低 4，453万円)，ムギ類 (2億6，090万円)となっ

ていて，被索作物の種類と!験位が異なっている

被il子112:額を地域別に5もると， シカの被害は北海道に

集中しており，シカ全体の被害額の約72%を占めてい

る. また， イノシシによる被管は中阪から日目の凶日本

に多く， イノシシ全体の被害者貨の約 29%が:ド回・四国，

約 37%が九州・沖縄でありをわせると約 66%，すな

わち，全体の約3分の 2になる ;地域別に兇たイノシ

シ被害額のその地域での割合は，北海道0%，東北では，

獣類の中で 13.1%，鳥獣類合計の 6.1%，以下，関東で

43.0%と20.4%，北陸・東海で31.2%と12.1%，近畿で

48.2%と36.6%，中国・四国で70.8%と49.5%，九州・

沖縄で79.1%と 44.6%となっている.このように，イ

ノシシ被害は北海道を除き全国に広がってきているが，

被害金額の放と割合において，西1'1本の仁1"1司， jJ!Jffil， 

九州(ll中絡はわずかである)において甚大であり，次に，

近畿，関東の般になることがわかる(農林水産省調査仁鳥

野生獣による農作物被害状況j各年度).

(2)資源活用事例
イノシシ被害の増加主主悶としては， 三位iJJ・森林など

の環境の荒廃Jr耕作放棄地の増加Jr g!J:~長従事者の高
齢化Jr狩1iit者の減少jなどが挙げられている.イノシ
シについては， 1990年ごろから上記の被容の増加1要因

が顕著になってくると伴に，被密部被，長在員等がイrjlび，

同時に駆除頭数， n猟頭数が増加していったが，イノ
シシの駆除頭数， J守主i¥l!員数が増えても，農作物被害は

減らないという状況が続いている.

イノシシの駆除，あるいは狩猟の頭数がi諮加する中，

地域においてイノシシを資源として有効利用するため

には，解体処理施設が必要である.イノシシの流通に

は，冬の狩猟期のイノシシと鳥獣害対策による捕獲イ
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ノシシの流通があり，冬のイノシシについては，猟闘

が個人的に食したり，近所におすそ分けしたワ，ある

いは牡丹鍋尽に流通することがあるようであるが，実

態は不明である.また，狩猟照以外の捕獲イノシシに

ついては駆除が主目的であり，資源化されずにことに

埋めたりして処分されることが多い.また，一部は，

偶人的に食したり，肉資源として流通したりしている

ものもあるが，狩猟とj渇様に実態は把握されていない.

このように，イノシシの流通は不明なところが多いと

ともに，資源として利用されている割合は少ないとい

える.それは，イノシシは家斎ではないので，認可さ

れた解体・処理施設や販売施設が少ないからである.

シカを含めて，野手t鳥獣を地域資源として活用してい
る処理・販売施設一覧は表 lの通りである.ただし

その中にはエゾシカを専門にした北海道の3つの施設

(自糠悶f，中標津町，足寄町:足若手間Iは休止中)は除

いてある.これは，農林水政省が都道府県報告を取り

まとめた 2005年 5月現在のものであり，すべてを網

羅されたものではないが，主:な施設は挙け、られている.

イノシシの処理場はすべて， fLEiEl:tl互にあち，その中で

もやffil地域に集中していることがわかる 先のエゾシ

カの施設を含めた 16施設の 2004年度の処理実伝U土イ

ノシシが 847立f¥，シカが 538頭であり，概数としての

千阿部処理能力はイノシシ 2，940頭， シカ 1，100jjJiとなっ

ているので十分な稼動状況ではない 2)

表 1. 野生鳥獣を地域資源としての活用状況

(2005年5月現在)

所千仁地 施 1没プg 獄事自

，Cz，l&Vl~U屯型flllf イノゾシ食仏j解体処~I!J.泊izi:t
(免"午JJi，;立小) ノシ'/

必1&~A三 l;gJ!!tJ イノシシ解体処)11!J.払没 イノシ'/

J::AIU，よ尖/ftilllf JU¥Iil1¥処!'H喝 イノ:/''/

お担HM0JH!!l はすみ持政}JIIIセンター
iHU1J 3ff肉}JIU場 イノゾン

おtuY;~ )，~郷町 {五千l'1u持処理1担ITl庖z没 イノーノシ
!!I)jtlIY/，絞主flllf dlinMi: W ~H被 イノシ/γ

Il'Jill~，lîfrえ r!i 訴え1Ii大仏猪解体史1Jmbiil没イノシシ

JA日iMJ日尻町 いのしし処~nセンター イノシシ

jぶ必VJ~fìttfi !!lJ イノ'/シノ解体処En簡易l品ii没イノ νシ/

UfJ，没'FJJ
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資料 良:ff水度省:野伎潟獣被ミ害対策委員会資料， 2005 ij' 

三イノシシ被害対策とその資源活用事例

(1)広島県呉市における取り組み

呉市ではイノシシ捕獲はCD呉市有害獣捕獲班(猟友
会)の銃器ゃくくりなわによる捕獲，②狩猟免許を保

有する個人による捕獲，③イノシシ捕獲栂や箱わなに

よる全額千IJの負担による捕獲，の 3つの方法で行われ

ている.

①の捕獲班による捕獲では，広島県猟友会良地区支

部会員 49名からなる有害鳥獣捕獲を呉市が編成し，年

間を通じて銃器ゃくくりわなにによる捕獲を行ってい

る. 2005年度では出動日数 134日，出動延人数 564人，

イノシシ捕獲頭数 254Mになった.②のn猟免許(甲
種または乙額):l)を持っている{何人による捕獲は銃器

やわな，箱わななどを用いて，年院 1，072頭の捕獲で

ある.③の市の全額負担による捕獲は， これまで地元

良家や自治会の協力の下，捕獲柵 (1陥3m，奥行き

4m， ;@hさ2m，埋設深さ O.4mの大きさの鉄製の給)

を 1979年から 2005年までの 25年間で市内各地に 149

主主を設i授し行ってきた.それ以外に移動が可能で;埋

設が困難な水IIIや狭い場所に適した小型捕獲柵(板

2m，奥行き 3m，高さ 2mの伺いわな)の 3築設置し

たり，従来型の捕獲柵が設置できない狭い場所でも対

応;でき，移動可能な箱わなを 2001 年~ 2004年に 52;i主，

2005 :fi三に 32;i主， 2006 iFに 28基導入したりして，捕

獲を効果的に進めている. r/Jによる 2005年度の捕獲

数はJTIi獲揃，箱わな合わせて l刈9顕である(表2参照)

市はイノシシを捕獲したもの(捕獲捌， ifi¥l人わな)に

対し， }荷主E報奨余として 1lU'iにつき 4，000円安，さらに，
それを思設した場合には，埋設報奨金として 1践につ

き5，000円を支払っている

1)呉市倉橋町の事例

①倉橋町の概要及び被害状況とその対策

倉橋IUれま広島県西南部の瀬戸内海に浮かぶ震?橋島の

表 2. 2005年度野生イノシシ捕獲状況(猟呉別)

単位:頚

rJj 

}) 

ii!i銭的1mわな

SS7 11360 

8ヲ 75I 985 

5可 I632 123.15 
ぷ!

1019 

資料:呉市役所『有答鳥獣対策(イノシシ)について~ 2006 

主ド7月
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南部に位置する広島県最南端の町である.起伏に富ん

だ地形で山が海にせまっているため，平!fu部が少ない

2005年3月20日に呉市と合併し呉市倉橋町になった.

2005年農業センサスによると，農家総数 159戸のうち，

専業が88戸，第 l種兼業が 18戸，第2稜兼業が53戸

である.経営耕地25.64haでそのうち田は8.12ha， 1:f!I 

12.9 ha，樹園地4.59haである.被怒作物には，かんき

つJJI， タケノコ，スイカ，かぼちゃ，サツマイモ，ジャ

ガイモ，水穏などである.倉橋町では 1990年頃からイ

ノシシの被害が確認され， 1991年度から捕獲tlllfを，そ

して， 2001年度には箱わな(lmx2m)の整備を関り，

その効果もあり，イノシシの捕獲頭数は 1990年， 1991 

年 l顕から， 2001年 686l!Jt 2002 {1ニ930頭， 2003 o下

724乳 2004年 977頭， 20051:下662liJ"tと鴻加している.

②イノシシ解体処理施設の運営と資源活用

このような中， 11:1倉橋間了では 2002"1三度において，

1993年度に殺すifjされた炭産物力11工センターのj諮築部分

として，イノシシ食肉処理H~j易施設を設置した 総卒

業授は 1，392万円で，そのうちの 3分の 2である 928

7J円が県補助金であった

施設の管理・返!;I日'は，問I宿財産無償貸付契約により，

timまちづくり公社が使用するようになった.Ji!i獲者
(Jl1k家宅事)はI!IJ委託者であるlii'i友会員であるハンター
に連絡しハンターはJ}i)易でI二め刺しをして，王子均
50kgの食肉として利用できるものだけを綴入してい

る.会橋I!IJの猟友会は5人のハンターから熔成され，

その 1人が代表者となっc:いる JTfi獲者にはrfiから奨

励金が支払われるが，ハンターと処理場の解体人には

会;僑まちづくり公社が賃金を支払っている.すなわち，

ハンターは搬入後，個体洗浄から内!践抜き，冷蔵保管

までを行い，そして，解体人は皮剥ぎから解体，真空

包装，冷凍保管までを行う.そして，ハンターには l

頭当たり 1万円(仕入代として)，解体人には 1頭当

たり 2万円の賃金が支払われる(ただし 2005年度ま

では解体人は常雇であった).解体人はかつて食肉処

理場に勤めていたことのある専門家である(図2参照)• 

解体処理泌設で精肉となったものは，倉橋担1]桂浜の

温泉館の売j古で精肉販売されている他に，イベントで

の販売や伺館のレストラン 2館所でイノシシ料理に府

いられている.ただ，イノシシの解体頭数は 2003年

118頭(精肉 2，360kg)， 2004年 70頭(結肉 1，400kg)， 

2005年必至百(精肉 585kg) と揃猿頭数ほど多くない

2005 :年伎の 9t~広販売額は 88 万 6，268 1]]， レストラ

ン鈎綴は 34万 9，373r斗，イベント鈎]絞は 12万 6，440

門で合計 136万2，081r弓になる売広ではレストラン釘J，

イベント釘lの2.75倍の掛本で販売されている.問題と

なるのは，精肉;泣585kgのうち，売れていない在庫が

206.2 kgあり 35%になっていることである 販売は順

調ではないといえる 売広の販売価格は 100gあたり，

部位によって異なり， ヒレ 922円， ロース 799["j，パ

ラ737円，モモ 615円， ウデ 461円，スネ 399ITJ，小

|殉 338内， ミンチ 184 門と，向めのi[l~設がついている.

販売額に対して，施設の経伎は2005年度で16気代

22万 5，169IIJ，水道代5万 7，785円，ド水道代 l万 8，860

1"1，ガス代3万 2，373門，人件授 1567J 7，800 門，仕

入代田万 5，000[''J，合計273万 6，987['jとなっている.
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国2. 倉橋町におけるイノシシの資源利用

資料:呉市会橋支所 Tイノシ、ン解体処環施設j20061je 
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従って，販売額から経費を引くと 137万4，906円の赤

字になっている.在庫分を売り上げに比例させた 63

万 5，638円(見込み収益)を加えても， 73万 9，268円

の損失となっている.

2)呉市川尻町の事例

①)11尻町の概要及び被害状況とその対策
呉市川尻町はかつて広島県豊田郡に属していたが，

2004年4月 1Bに呉市に編入した.瀬戸内海lこ面して

いるが，背後には擦高 839メートノレの野呂山があり，

川尻町のシンボノレとなっている. 2005年農業センサス

によると総農家数47戸，専業 11戸，第 l種米業 l戸，

第2種兼業35戸である

イノシシの捕獲状況は 1999年度が 120頭， 2000年

度が 118頭， 2001年度が 121頭， 2002年度が 123頭，

2004年が 188頭， 2005:if.が 149SfJtである. 2005年度

で捕獲柵は 18，+I'iわなは 3，捕獲わなは 40(19ヶlYr)
設託されている. 2004年3月にイノシシ解体処滋施設

が開設された.

②イノシシ解体処理施設の運営と資源活用

川尻町のイノシシ解体処理施設は，呉市に編入され

る直前の 20例年3月五ミに野呂μ|ヰ，)段に建設され，運

営は呉市との合併後， 2004王手4月から行われた.以 F

では， 2004年度， 2005年度， 2006年度の運営実績と

イノシシの資源利用の経過について述べる.

この施設は 1，100万丹の投資額で， I日川尻町が建設

し県猟友会呉地区川尻支部に運営を委託しc:いる

き肉 1，500円，焼き肉(ロース)2，000丹， しゃぶしゃ

ぶ 1，500円，鍋 1，500円， ロース 2，000円， ミンチ 500

円であり，その8訟の値段で猟友会から仕入れている

レストランの料理用の仕入れ細絡は 1kg 当たりそれぞ

れ，炭火焼ffl3，000円，串焼用 2，400円， ミンチ用 1，000

円，鍋用 2，400丹，鍋用(ロース)3，200丹，その他，

時価となっている.

20例年度から 2006年度までの解体頭数，精肉 kg，

売上金額は，頭数が2004年度， 2005年度， 2006年度，

それぞれ41頭， 35 SfJt， 36頭，精肉が同様に， 577 kg， 

706 kg， 673 kg，売上がそれぞれ， 95万 1，140河， 132 

万5，280円， 135万7，820円である

2005年度の電気代他の経費は表3のように合計で

124.'ザ5，037円である ただし当年度は前年度から

の繰越金が 56万6，029円あり，そして，費用としてさ

らに，射撃大会 l万 6，150P:J，親i陸旅行代金(半分)

24万 1，445門が加わるーつまり，猟友会で余ったお金

で旅行などのレクレーション代金に充てている.それ

らをプラス・?イナスして，至2年度の繰越金が 56万

6，920 門となっている

3)倉橋町と川尻町の比較

倉橋111]'も川尻町も同じ呉市にあり，イノシシの解体

処潔施設を有し，イノシシの資淑利用を促進させよう

としてきた点で1土同じであるが，施設運営の方法につ

いては異なる.倉橋町会は，会橋まちづくり公社に委託

猟友会はメンバーが 12人で，捕獲から解体処迎まで 表 3. 川尻町における処理施設の運営状況

を行っている 倉橋町と同じように，現場で止め刺し (2005年度)

し，処現場に搬入する W(O休は猟友会の代表者が，*，心
に，川尻支月~.の職員とともに行っている.精肉にした

ものは，野呂~Li頂にある呉市川尻町の悶民宿舎「里子日

商政ロッジ」が直接仕入れ，予言応での販売とレストラ

ンでの料:f!1Iに胤いられている.野呂高原口ッジでは，

:fi'J肉は「野呂くじら」の名称で売られ，宿泊客に 12
月から 3月まで「ぼたん鍋」を提供したところ好評で

あったので， レストランでイノシシハンバーグを考え

付くようになったという.また， 2007年の 4月からは

イノシシラーメンもメニューに加えるようになった

ラーメンには骨も使ってもらえるようになったので，

解体処理において発生する骨の残澄処分の問題がなく

なった.現在， レストランではイノシシラーメンが l

日5食限定で700円，イノシシラーメンセットが 11:1 

5食限定で900円，イノシシハンバーグ定食が 1日10

食限定で850門，イノシシ依子が 1B 10食限定で400

門で提供されている.

売応での精肉販売価格は， 500 g 当たりそれぞれ，焼
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前年度線主主

ロッジう主上

イベント売上

l:ll広1Sf

その他売上

利息

小三十

566，029 I弓12E気代 117，222 P:J 

1，326，980円

141，600門

10，000円

24，930円

131IJ 

1，503，523 f"'l 

ガソリン代 230，α)0 P:J 
ガス代 8，430円

工事伐 280，000円

飲食18: 101，615円

ì1~*É品':t1i: 247，968円

送料・ i匂迷料金 12，200 F9 

浄化機維持絞' 44，702円

手数料 2，900 f":J 

無線機布1l11)]金 200，000円

小号! 1，245，037 P:J 

身十数大会 16，150円

親睦旅行代金(三手分 241，445丹

小計 257，595円

総計 1，502，632 IIJ 

翌年度繰越 566，920 P=J 

合計 問問円|合計 2，069，552丹

資料呉市川尻支所「猟友会資料 2007年
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しているが，川尻町では，地元の猟友会に任せているー

そのことが，経費の違いに現れている.倉僑1I可では，

かつては解体人を常雇していたが，現在は解体人には

l頭当たり 2万円が支払われる.それだけ，人件費が

かかることになり，運営において赤字が生じる.一方，

川尻町は運営を猟友会に任せているので，人件費が抑

えられている.そして，年度において余ったお金を猟

友会会員の親|箆に用いている.施設運営の持続性，猟

友会の親|箆姓の観点からは川尻町のほうがまさってい

るといえる.

イノ、ンシの精肉単価であるが，約二倍の開きがあり，

そのことが倉橋町で、売れずに在庫が多い原因と考えら

れる. 1可じ呉市で海岸沿いの両町であるが，倉橋111]の

mt泉tn'同1あるところは:fe1浜で海に面しており，-)j， 
川尻町の野呂高原ロッジはUIJ真にあり，イノシシ肉の

販売・利用施設の立地が対照的である.海の近くでは

だ{の)jが食事としてはふさわしい.イノシシは， ILtく

じらといわれようには|のi1ii物である.その望書隠も売上

に作用する さらに，倉橋町で解体頭数の1jl]合が少な

いのは猟友会の組織が機能していないという問題があ

ると考えられる(表4参照)

(2)島根県邑智郡美郷町の事例

1)美郷町の概要

2004年 10月に!日邑主ドIIIJと!日大和村が合併しできた

のが美郷|町である.島根県のほぼ中央に位itfし IIIJ域

内を中国地域純一の誌の)11が大きく蛇行しながら1'ti!1t:

している.美郷町の大半はILt林であり， 2005年123長セ
ンサスによると，専業E2家は 147戸， t1'@; 1滋兼業民家
が 29 戸，努~ 2筏:兼業農家が 327戸となっている.人

仁lは約 6，000人で高齢化率は41%，人口減少本も過去

5王手で 1-数%減少し中ILJIIJJ地域問題を考えるとでの

典型的かつ最先端な地域である，

2)イノシシ被害対策の経緯

美郷IlfJがイノシシの被答対策にIIIJをあげて取組むよ

うになったのは，合併以前の|白色智IIIJ時代の 1999ij三

にさかのぼる. 1日邑智町では，イノシシの駆除頭数は

1994年 384.!fJi， 1995年 236頭， 1996 iTニ488頭， 1997 

'F-408頭， 1998年 595.m~í と最多であったのが， 1999 

年にはさらに 732頭に達し汀が}討す l頭当たり 6，000

円の奨励金の予算が倍を越すようになった. 2000:q:. 4 
月からは，有筈鳥獣駆除の権限がlRから市町村に移っ

たこともあり，イノシシの「しっぽjを 1ヶ月ごとに

持参させて認定したこれまでの方式から，必ず職員が

現場に行き確認する方式に変えた.その結梁， 2000年

は299頭と半分以下になった.そして， 2001年 225頭，

2002年 315頭， 2003年 331頭と続く.

また， 2000年度から被害対策の見直しを行い，行政

依存，補幼金依存，猟友会依存，組織力の欠如といっ

た問題を解決するようにした.まず，駆除と狩猟を区

別し，狩~ìí.は~ì\友会であるが，駆除のトップは問J長で

あり，機の所有者である民業者の狩猟資格「綿・わな(叩

穏)J取得を推進し駆除l1J:Eの再編成を行った.そして，

駆除を猟友会任せにするのではなく，段染者の視点に

立って，駆除班を編成するようにしそれまでは，邑

智III]猟友会が5つの支部に別れて活動していたのを，

lつの駆徐班にまとめた.この結果， 45人から 69名

にl教え駆除班の 4分の 1{土非猟友会会員となった

(2003年) そして， 1999年までは中滋(舵・わな)と

乙種(銃器)の両方の免許ーを持つ猟友会員が 10倒の

{肢を l人で治時iするような体制であったのが， 2000 年

度以降は lつの般を複数の班員が管耳目し， 111種免許の

みのI13家も般の管Jillができるようになったそれと

同時に，イノシシの現場確認に職員が出向くように

なったので， tE家や駆除却f良と役場とのコミュニケー

ションが得られ，また，駆除イノシシの現場確認は後

にイノシシi潟のトレーサピザティーに活用できる ま

た， 6幻ほどの広さの佐lいわなは22751"れまどの価格で，

そのうちのお万円をI貯が補助していたが，移動しや

すい箱わなに転換するように誘導した

3)イノシシ資源化の取り組み

このような経過をたどり， 20例年6月51=1に1E1邑筏1

Il!Jにおいて駆除班とは別に fおおち山くじら生産者組

合jが設立され，本格的なイノシシの資源利用がIJ1J始

されていくのであるが，その前に，駆除イノシシのi勾

利用に|渇しての研究・試行が行われた結果であった.

イノシシ資源化の取りnflみでは，冬の狩1iii.イノシシと

表4. 両町の施設運営の比較

運営 JtH獲E員数 解体頭数 精肉
100 g売価
ロース

売上 経費 差額

倉橋UfJ 公社 662頭 44 ~証1 585kg 799円 1，362，081門 2，736，987門 .1，374，906門

川尻町 猟友会 149M 35頭 706kg 400 fLJ 1，503，523門 1，245，037 1'9 258，4861可

資料:筆者作成
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狩猟期以外の駆除イノシシを分けて考える必要があ

る.冬場の狩猟イノシシは，脂肪がついて肉質の良い

ものは，牡丹録用として私的な流通ノレートで取引され

るようであり，ハンターにとって，夏場に駆除しすぎ

ると冬場にイノシシがいなくなるとか，値崩れを起こ

すなどといった反発があった.さらに，夏場のイノシ

シは臭くてまずいという先入観もあった.

そこで， 2000年からすでにイノシシの資源化による

f地域おこしJを見越して，しまね味づくり研究セン

ターによる「夏場イノシシの成分分析Jや大阪府立食

とみどりの総合技術センターによる「駆除イノシシの

肉質分析よといった具体的なデータの災づけや，また，

夏場イノシシの試食会を行うなどしてPRに努めてき
たーまた，他産地と差別化を行いブランド化するため

に，東京の一流ホテノレで行われる農林水産省「ブラン

ド・ニッポンjや近畿中間四忠良業研究センター主催

の「食材フェアj に2003年度からtJJ:年出品するなど

の成果が実り，そして，現地総認方式による捕獲日，

捕獲場所，捕獲方法，処理過程などの偲体履歴表示が

産地としての信頼を築き，一流ホテノレとの取引につな

がった.

「おおち山くじら生成組合」は年会費 l万円を支払

う者 35名で設立された.処理場はすでに 10年近く遊

休化していたフランス鵜の処迎施設を活用し，最初は

真空包装機やスライスラーなどが壊れてし、る設備状況

から始まった.そして，単に生産するだけではなく，

マーケティングが大事ということで，素人の生産組合

でありながら，組合内を販売，営業，製造と専門的な

分担に分けて活動している.

20例年 10月からは大和村と合併し駆徐班と組合も

新たに美郷町全域が対象となった. 2004年， 2005年，

2006年の駆除イノシシとそのうちの資源化された頭数

は表5のとおりである. 2004年は冬の狩猟期のイノシ

シは取り扱わなかったが， 2005年以降は冬イノシシも

処理場で対応するようになった.

表5にあるように， [日邑智町は以前からの活動で駆

除イノシシに対する資源化率が高いが， [日大和村 (2004

年 10月合併)は，まだ十分な頭数に至っていない.な

お，資源化されないものには， ウワ坊(1~ 4ヶ月の

幼獣)も含まれるが，それもできるだけ資源化に努め

ている.

表 5.美郷町におけるイノシシの駆除と資源化頭数

2004壬F 2005年 2006生F

駆i徐イ j資源化!駆除イ i資j鋭化[駆除イ i資源化
ノシシi頭数 iノシシi頭数 iノシシIli員数

邑智

大手n

小官i

287 I 109 

70 I 

357 

冬イノシシ[取り扱い

合目 I357 

9o I 340 I 2鈎

8 

238 

資料:美郷町資料(安閑y~氏:提供) 2007年

軍駆除液体制の取り組み筏点》

⑦{点〉 ②{線③(蕗)
綴除・!坊穣 駆除・防査察+焚源化 防全体の地域活性化へ

蓄率惨めま誌署宰 事器関事審・綴欝審 盟主雫雪上Ii''t:ぬ数り鐙居手

図3. 美郷町における駆除班体制と地域活性化

資料:美郷町役場安問亮氏作成より
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イノシシの資源化に関しては，精肉だけではなく，

2005年6月に結成された町内の女性農産加工グループ

「山くじらの会jで作られたシュウマイや肉団子が道

の釈などで売られている.また，骨肉に関してはベッ

トフードを 2005年 10月に関発し，兵庫県の NPO法

人 fknotsJが都市部を中心に「おおち山くじらjの荷

品名で全国販売している.また，町内のレストラン，

食堂や地元温泉宿泊施設等においてイノシシメニュー

が提供されている.

販売ノレートの開拓も行い，東京の帝国ホテんなどか

ら直接の注文があったりすることもあるが，おおよそ

全体の 6割が大阪にある獣肉を取り扱っている卸売り

会社への販売である.その会社から，ホテノしなどにフ

ランス料理(ジピエ)用やその他に板売されることに

なる 2答1)が島根県と広島県の道の駅などでの販売，

そして残りが地元のレストランでの供給とベットフー

ド丹?となる. このように，地元だけではなく，全悶的

に美郷の山くじらとしての銘柄の名を広めている.美

郷町では 2006年 9月に烏叙県で策定された全国初の

イノシシの解体・処理のガイドラインに準拠して，

2007年5月に，町独自の衛生管理ガイドラインを定め，

それに従って処理したイノシシ肉に図入りで「おおち

IUくじら(天然イノシシ肉)J と設かれた 3センチ四

方の金色の認証ラベノレをJ!占ることにした. このように

美郷向ではイノシシを資源、として地域全体で，町の活

空!:化を図ろうとしている(凶3参照). 

4. おわりに

中間地域の事例を通して， イノシシの資苦手;利用によ

る地域活性化への取り組みを見てきた.イノシシの資

源利用のためには地域での処理施設が必要で、あり，そ

の運営状況は広島県では公社に任せるよりも，猟友会

の運営のほうが持続的であることがわかった しかし，

烏t良県美郷H汀の事例から，単に猟友会に任せるのでは
なく，地域全体で総織的に取り組んでいく方が預的に

地域の雇用や活性に結びついていくことがわかった.

組織体需uをIEI来の方式から改善していくためには役

場，農家，猟友会，さらに住民全良が参闘していくよ

うにしなければならない.

美郷町では，生きたイノシシをそのまま，箱オワ tこ

入れて処理場まで運搬し処理場でと殺・解体すると

いう体制をとっている.このことは，現場確認によっ

てイノシシの生産履際を保証するとともに，衛生面並

( 35 ) 

びに味の簡において優れた方式である.他の地域では，

現場で止め刺ししてから処理場に運搬してくるが，こ

のような違いも，美郷町のイノシシが地元だけではな

く，全国的なブランドを確立してきた要因に挙げられ

る.美郷町は，イノシシを核にしたIIlJの活性化を点か

ら線，回への発展方向で考え，駆除・防御のみの「点

の待j切jから，それに特産化が加わった「線の時期J，

さらに，今日では商的な広がりの意味で地域振興策，

産業化の「商の時期j ととらえ，町全体をあげての取

り組みを行うとしている.

その例として， f山くじらグリーン・ツーワズム

の取り組みや米を山くじら米として販売する計画な

と住民，役場，農家が一体となった地域全体を巻き

込んだ地域発展戦略を考えている 5). それは，イノシ

シが身近な存在，話題となり，住民全体が地域活性化

に関心を持つようになった結果である

注 1) イノシνの地域資源活用に関する社会科学的文献は少

なしさ定郷町を取りJ二げた[JJがある;程度である.
本論文は，文語k[JJ以後の現状把擦と{湿地域との比
較検討により，イノシシ資源科活用の突現可能性のJ主

体的方策について論じた

2) その後，千業県大夷隅郡議多町洋馬県沓姿rl1l'ニt之条
問。A沢防が運営)，香川県東かがわm(1日白鳥1llJ): 
五:色のm.，においてもイノシシの解体処怒施設ができ

ている.1lf馬県中之条町は， ]A iR凶が遂営する3主主図

(薬草Jsk林公園)内の施設において，精肉や加工品に

して fあがしし君」のネーミングで同保iやi註7Gr.5.近

くの四万損泉の旅館等で販売されている.

3) 4)狩猟免許は法改正により.m干Ef土網・わなJJi¥(1日
Ef1緩)，第l滋銃猟 (1日乙綬 :i投獄銃・ライフノレ銃・

2E気銃)，第2種(旧内縁・空気銃)，こ変わった

5) 美郷町役場産会主主振奥!~安 IB苑氏から多くの数三氏と資料

~供を受けた.参考文献 [2J も参}様.
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